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【く概要＞又は＜一般目標： GIO>】

ソーシャルワーカーは心の相談としての広義のカウンセリングに精通し、効果的に心理援助を実施する必要がある。この授業では社会

福祉の実践において適切にカウンセリングを実施するために、 「カウンセリング論」で学習した基本的な事項をふまえ、事例検討や

ロール・プレイングを通して、来談者の心理的問題の理解の仕方や解決への援助法を習得する。

［＜学習目標＞又は＜行動目標： SB0>】

1.社会福祉におけるカウンセリングの意味・目的・位置づけについて説明できる。

2.社会福祉におけるカウンセリングの分野と、カウンセリングの進め方について説明できる。

3.社会福祉におけるカウンセリングの事例を詳細に検討し、心理援助を行う準備ができる。

4. ロール・プレイングを通して来談者への係わり方を検討し、効果的な心理援助を実施できる。

5.社会福祉におけるカウンセリングの展望と課題について説明できる。

回

数 授業計画又は学習の主題

1社会福祉におけるカウンセリングの意味・位置づけ

2社会福祉におけるカウンセリングの分野・進め方・留意点

3カウンセリングの学び方（事例検討とロール・プレイングについて）

4事例検討とロール・プレイング

51 " 

61 11 

71 " 

81 " 

91 " 

I 01 11 

111 " 

121 " 

131 11 

14社会福祉におけるカウンセリングの展望と課題
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番号 学習方法・学習課題又は備考・担当教貝

1講義

2講義

3, 4講義

3, 4講義・ワーク

3, 41 II 

3, 41 II 

3, 41 II 

3, 41 II 

3, 41 II 

3, 41 II 

3, 41 II 

3, 41 II 

3, 41 II 

1~5講義

【使用図書】 く書名＞

未定

＜著者名＞ く発行所＞ く発行年・価格•その他＞

教科書
i必ず購入する書籍）

参考書

その他の資料

面接法（追補版） 熊倉伸宏 新興医学出版

実践入門福祉カウンセリング 小林重雄編著 川島書店

適宜、プリントを配布する。
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［評価方法】

提出物の提出状況

授業の参加状況

期末レポート

【厩修上の留意点】

この授業は、原則として2年次に「カウンセリング論」を受講した学生を対象とする。

また精神保健福祉士の受験資格を取得しようとする学生は履修することが望ましい。

-304 -




